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1-2-7．農業経営におけるICT利用
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マーケティング 生産設計 生産管理 流通開発

・顧客ニーズ

・ターゲティング

・品種選定

・栽培技術/仕様設計

・多収量/低コスト栽培

・品質/収量の安定化

・産地側流通の最適化

・市場側流通の最適化

販売

・プロモーション

・ブランディング

▼農業サプライチェーン

Scienceから Industryに
量産化

規模拡大

①施設内栽培環
境制御システム

②工程/労務管
理システム

ACTION
PLAN

DO

CHECK

PDCA

サイクル

 顧客ニーズに基づく正しい生産設計

 計画に対する結果のフィードバック

 成功経験、課題、改善点の洗い出し

 暗黙知⇒形式知、再現性のある農業

▼農業生産管理/品質管理におけるPDCA

農業を産業化していく過程において、ICTの活用は非常に重要である
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1-2-8．ICT活用事例① 複合環境制御システム
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センサー系

制御系

外部環境 地上部環境（施設内） 地下部環境（施設内）

光 純光合成量最大化、植物生長最適化の為の施設内環境 CO2 水

6CＯ2 ＋ 12Ｈ2Ｏ ＋ 光エネルギー → C6Ｈ１２Ｏ6 ＋ 6Ｈ2Ｏ ＋ 6Ｏ2

肥料

 光の利用効率、純光合成量最大化⇒生産量の向上

 生長均一化、作業、エネルギーの無駄を省く⇒生産性向上

 病害虫管理、急激な環境変化を防ぐ⇒リスクの低減

 栽培現場での振り返り、PDCA⇒栽培管理者の技術向上

▼施設内複合環境制御システム導入の目的

　　　　　　　　　　　　　資料３３２ 
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1-2-9．ICT活用事例② 工程/労務管理システム
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 作業時間（コスト）の可視化、作業の標準化および作業分化の推進⇒生産性の向上

 病害虫の発生、植物のトラブル等のリスクを早期に把握する⇒リスク管理、リスクの低減

 ベンチマーク、OJTによる人材教育およびスキルアップ⇒全従業員の技術および意識向上

▼工程/労務システム導入の目的

・区画あたり、従業員あたり、時間あたりの生産性を把握

・作業遅れの防止などオペレーション管理に活用

・人事評価、ベンチマークによる人材教育等に活用

・病気、害虫、生理障害、人為的トラブル等を発見

した際に、随時発見者が発生源を記録することによ

り被害を最低限に抑えるリスク管理に活用

　　　　　　　　　　　　　資料３３２ 
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1-2-10．農業ICT普及に向けた成功事例の重要性
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各品目ごとに成功モデルが現れると、生産者は必ずベンチマークをする

・ICTの導入

・ICTの導入

国際競争力
企業的経営

兼業農家
自給的農業

・ICTに関心はあるが、投資対効果
が得られるか、半信半疑。状況に応
じて投資対効果が得られる。

・ICTに関心が低く、経営規模が
小さい為、投資できない。導入し
てもメリットが出ない。

・ICTに関心が無い。

・ICTに関心が高い。経営規模が大きく、
業務分化も進んでいる為、ICT導入によ
る投資対効果が得られやすい。

 各品目ごとに、ICT導入の農業経営モデル

ケースを創出する（実証/評価/検証）
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